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　本論は、精神障害者の社会生活における「脱施設化」と、触法精神障害者をふくむ重度の精神障
害者の社会生活を総合的に支援する NPO における質的調査、本論においては NPO 職員男性のイ
ンタビュー調査により、利用者(精神障害者)とスタッフ・地域住民との相互作用をとおして、利用
者が困難性をいかに克服し変容していくのか、そのプロセスを明らかにする。そして、「地域の中
で一緒に住みながら、その地域を丸ごと変えていこうという試み」をおこなうこの NPO が、地域
住民との葛藤や対話をとおして、地域社会に受容され構成要素の一部となっていく過程を明らかに
するものである。

keywords：精神障害者、高齢者、山村地域、生活支援、NPO 法人

んで。便が夜中におしめの中に出るように、
下剤を、便秘の薬を飲ませています。だから
夜間の間におしめの中に大便が出ている。日
中のケアの最中に大便をしては困るので、夜
間に排便するように薬での調整がされていま
す。朝７時半になったら、拘束帯を外して、
おしめを、拘束帯を外す前におしめの始末を
して、７時半に起こすということが毎日行わ
れている。

そういうことを毎日していると、その方々
がどういうふうになるかというと、土曜日、
日曜日に、たまに年に1回か2回、家に帰るこ
とがある。家に帰ったらどうするか、寝る前
に、「縛ってくれ」と言って手を出します。
そういうことが日常的に今も病院で行われて
います。
ある意味で、国はこれまで放置と抗禁を基本に

してきたといえる。端的にいえば、NPO法人Aで
実践していること、していこうとしていることは
その対局に位置することである。

厚生労働省 社会・援護局障害保健福祉部 精神・
障害保健課課長補佐 鶴田真也氏は、精神障害者
に対する支援の現状と課題について、精神科病院
では、新規入院者の87％が1年未満で退院する一
方で、約20万人が１年以上入院しており、毎年5
万人の長期入院者が退院し、新たに5万人が長期
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１．精神障害者の処遇における「病院から地域へ」

本論でインタビューをさせていただいたNPO
法人Aの施設長であるNさんはこうしたエピソー
ドを聞かせてく れた。それはAの職員で、国立
系精神科病院の元職員で あった看護師の経験で
ある。

以前マスコミでも騒がれましたけれども、
病院での拘束、重度心身障害者に対する拘束
が、今も国立系の、元国立系の病院は全国６
カ所あるんですけれども、夜間、ほぼ95％の
人が拘束されています。これは拘束してもい
いという病院は厚生省の方針をそのまま受け
て何の努力もせずに毎日拘束を続けている。
病院から辞めた看護師が、職員にいますけど
も、当時、給料をたくさんもらっていたので
そのことに抗議できなかった。

夜間、例えば病院でどういうことがされて
いるかといいますと、5時に食事が終わって、
5時30分にはベッドの上で拘束帯をつけます。
それからおしめを全員してます。睡眠薬を飲
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入院者となっている状況である。そして、精神障
害者の地域移行・地域生活の支援を進めるために
は、精神障害の特性が地域において正しく理解さ
れる必要があり、このため、住民と医療・保健・
福祉の関係者が精神障害者に対する理解を深める
とともに、支援に向けた連携体制を構築する必要
があると述べている1）。
そして、今後検討していく方向性として、医療・
福祉や行政機関など精神障害者を取り巻く様々な
関係者が、本人の意向を尊重し、精神障害の特性
を十分に理解しつつ、連携・協働して精神障害者
の地域移行・地域生活の支援の取組を強化するた
め、地域移行や地域生活の支援に有効なピアサ
ポートについて、その質を確保するため、ピアサ
ポートを担う人材を養成する研修を含め、必要な
支援を行うべきであり、精神障害者の地域生活の
支援と家族支援の観点から、短期入所について、
医療との連携を強化すべきである。また、精神障
害者の地域移行や地域定着を支援するためにも、
地域で生活する障害者に対し、地域生活を支援す
る拠点の整備を推進すべきである。その際、グルー
プホームにおける重度者への対応の強化、地域生
活を支援する新たなサービスとの連携、医療との
連携、短期入所による緊急時対応等を総合的に進
めることにより、グループホーム、障害者支援施
設、基幹相談支援センター等を中心とする拠点の
機能の強化を図る必要がある、としている３）。こ
のように近年では、精神障害者の生活における、
「病院から地域への移行」が制度として推進され
るようになった。

２．B村とNPO法人Aについて

（１）B村について
Aは関西のC県B村にある。B村は、面積約60㎢、
人口約4000人の村で、C県の北東端に位置し、地
勢は概ね西部が高く標高620～120mで、起伏とゆ
るやかな傾斜地が多い隆起準平原となっている。
約80％が山林であり、山あいから発した流れがそ
の地方の河川に注いでいる。それに沿って集落と
農地が点在し、農林業を主産業としながら発展し
てきた農山村である。そして日本の多くの農山村
がそうであるように、B村もやはり高齢化と過疎

化の進む村である。
B村地域振興課課長のMさんにお話をきいた。
B村は現在、「限界集落化が進んでいる」Mさん
はいう。現在、B村職員の約８割は村外の人たち
で占められている。以前であればB村の若者たち
の就労先はB村役場と農業というのが主要な就労
先であったが、現在では職員を募集してもなぜか
村民からの応募者は多くないという。
B村は2003年、近隣の村々が大きな中核都市と
合併をはたしていった一方で、合併はせずに独自
路線を歩むという選択をした。それは村民たちに
対する住民投票の結果であった。そのためその後
数年間は「村は村民にいろいろなものを辛抱して
もらった」という。道路が少し壊れたときには村
民が自分たちで道路の普請をしたり、村にはむか
しから村の公共物であってもそれが壊れたときに
は少々のことであれば行政に頼るのではなく自分
たちで直すという習慣があった。そして7年間は
新たに村の職員は募集せず、減らす方向で運営を
してきた。
保険事務に関しても頑張って、医療費ができる
だけかからないように保健指導をして村民には受
診してきてもらった。そこには、できるだけ検診
率をアップさせて、病気をつくらないにしようと
いう姿勢が一貫してある。そのため国民健康保険
の負担は安くついており、「年寄りが元気やいう
のがうちの売りなんです」という。しかしそうし
た「質」を上げるためには、それなりの労力かかっ
てきた。
B村の隣の２つの村は中核都市の一部になっ
た。当初、合併をしなかったB村は隣村から、「お
前のとこコンビニ無いんやろ」と揶揄される存在
であったが、現在では合併した２つの村はいわば
「ブラックホール化」が進んでいるとMさんはい
う。つまり、救急車を呼んでも来てくれるのにと
ても時間がかかるであるとか、消防団も以前にく
らべて活動にまとまりが欠けるであるとか、住民
の人にとって広域になった分だけ、相対的にサー
ビスが低下してしまったという現状があるという。

うちやったらまだ、村の人が役場に来たら
ね、「お茶でも飲みさ」っていうて世間話し
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たりね、そういうの大事にしてるから。でも
隣村やったところはもうそんなんないて、
やっぱりそういうの寂しいんだっていうてま
したわ。完全に「役所」になってしもうてて、
「うち預かっときますからすぐ答え出せませ
ん」「ちょっと預かっといて本庁と相談しま
す」とかね。ほんで1週間も2週間もかけられ
て返事かえって来うへん。うちやったら「ら
ちあかんで、課長、どないすんの」みたいの
いうさかい、「ちょっと待ってや」いうて「明
日返事すんがな」いうていきますで。そこで
やっぱり、住民さんとのコミュニケーション
が深まるやないですか。

そうした意味では、B村は村行政は決して楽で
はないのだが、その選択はまちがってはいなかっ
たのではないかとMさんは述べる。
また、約30年前の村長は、「B村には煙突と風
呂は要らん」としきりに言っていた。それはつま
り、「煙突」とは工場であり、「風呂」というのは
新興住宅地ということであった。これも当時、近
隣の町では、工場を誘致し、大手鉄道会社と連携
して宅地造成をおこない大規模な新興住宅地をつ
くった。その結果、税収は増え、人口も増えた。
しかし一方、それらが招いたものは環境破壊と、
新興住宅地の限界集落化、そして大きな高齢化対
策問題であった。村長が、「煙突と風呂は要らん」
と言っていた当時、半信半疑であったMさんで
あったが、今となっては、村長は先見の明があっ
たと感じている。
しかしそうは言ってもB村でも人口減少は大き
な問題である。B村でも村への移住を促すため「空
き家対策」に手をつけている。「貸してもいい、売っ
てもいい」という空き家を村に登録してもらい、
B村に越してきたいと考えている人に紹介するの
である。しかしこの「空き家対策」はかならずし
もうまくいっていない。それはやはり村民の、「よ
そ者」に対する警戒心のためである。どんな人か
わからない人が近くに越してくることを村民は警
戒する。村の議員は、「早く空き家対策せえや」
と急かすが、それでは誰がその人の後見人になっ
てくれるのか、村民の不安に対して誰が責任を

もってくれるのか、そうしたことが高いハードル
となっているのである。「B村はとりわけ村落共
同体の仲間意識、村民どうしのつながりが濃いと
ころだ」とMさんはいう。

濃い、濃い、濃い。それはもう濃いですね。
各集落ごとにすごい連携持ってはる。ものす
ごいつながってるだけであって、葬式なんか
は3日かけてはったんですよ。亡くならはっ
たら親戚の班の人が手伝いに行って、土葬
じゃないですか。まず飲み食いしながら。ほ
んでお通夜すまして、本葬の時に穴掘って埋
めてっていうなんして、手伝い3日かかって
たんですよ。で最終日に祭りやら葬式やら分
からへん状態でやってた。でもそれが田舎の
あれできって、今は全部ね式場行きはるから、
若いやつがそんなん受け入れてくれへんです
やんか。でもまだ絆は強いほうやと思います
よ、このB村は。

また、B村でも「限界集落化」の中で、高齢者
の方々を中心に「買い物弱者」問題が起こってい
る。そこで数年前に村では税金で、すべての高齢
者の住宅にファクスを購入し、必要なもの商店に
ファクスを送り配達をしてもらうというシステム
をつくった。
また、農地の荒廃も大きな問題である。それが
イノシシによる「獣害」を招いているという。イ
ノシシは山でエサが少ないとき、荒廃した農地を
見つけ、そこは人が来ていないと判断する。そし
てそうした土地を目がけて山を下りて来て、近隣
の畑の作物を荒らすのである。「笑い話でいうて
はるけど、B村、イノシシの人口のほうが多いでっ
て」とMさんはいう。

（２）B村におけるNPO法人A
Aの定款にはその目的を、「この法人は、地域
に生きるすべての人々に対して、人々が自己の能
力を発揮し、一人一人が輝き、生き生きと暮らせ
る地域社会を創造するために、相互扶助参加型の
施設を創造するとともに、地域の農産物や資源を
生かした、環境保全、地域循環型社会の形成に寄
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与することを目的とする」としている。
1999年頃、B村に産業廃棄物処理場が建設され
る計画が出た。そして、建設予定地とされていた
地区で反対運動が起こった。それまで大阪で障害
者支援や地場野菜の販売する仕事をしており、当
時、この予定地の近くに移り住んでいたNさんは
地元の主婦たちとともに反対運動におこなった。
　
そしてB村の村長を巻き込んで、村全体でその
運動をおこなっていき、村としての委員であった
り、団体の役員が集まった「環境を守る会」をつ
くった。Nさんは主婦たちといっしょにゲリラ的
にC市内で、「B村で産廃処分場ができると布目ダ
ムが汚れる。そうすると布目ダムは水源地だから、
C市に重大な影響を及ぼしますよ！」といったビ
ラまきをおこなっていったのである。
当時、すでに村は産業廃棄物処理場建設に賛成
の意思を示していた。しかし、「そのB村が今ご
ろ反対するとは何事か！」と、当時のC県知事は
とても怒ったという。しかしNさんたちの反対運
動が功を奏して、市民からの多くの抗議が県に寄
せられた。そのため県は、結局、産業廃棄物処理
場建設計画を取り下げざるをえなくなり、この計
画はなくなったのである。
反対運動をしていたとき、Nさんと同世代の主
婦層の人たちは毎晩集まりビラを作ったりいろい
ろ活動をしていた。ともに食事をし語らう中で、
処分場計画がなくなったあと、反対運動で培われ
たそのエネルギーをどこに持っていっていいかわ
からないという状況が起きた。そして、「何か集
まる場がほしい」という声が高まり、自分たちが
やっていたこと、つまり、大阪や神戸やCの都市
部からゴミを持ってこられることに反対した以
上、自分たちもゴミを出さないような活動をしよ
うということになった。
B村は山間部の農業地域で70歳以上の村民がほ
とんどで、それより下の世代は村外に出稼ぎに
行っていた。そのため、農作物をつくっても売る
ルートがなく余剰生産物化したり、耕作放棄地が
しだいに増えていっていた。そこで、そうした余
剰農産物を地元農家と契約して仕入れた農産物を
販売したり、それを加工して販売しようというと

いうことで食品加工業をおこなったのである。
この食品加工場を始めたところ、村役場から、

「精神障害の方の職場適応訓練を受け入れてくれ」
という依頼が来て事業所をつくり、そして1998年
3月、「有志の会A」として、精神障害者受入れC
県指定社会適用訓練事業所となった。そして当時、
統合失調症の人が１人、双極性障害の人が1人、
またうつ病の人が1人の３人の人の職場適応訓練
をおこなった。
そうしたところ今度は小規模作業所をしてほし
いという依頼が村からまた来た。これは、当時、
厚生労働省が「精神障害者の地域での受け入れを
進めなさい」ということを各自治体に促したのに
こたえて、B村がその精神障害者のための小規模
作業所を設立したいといってきた。Nさんは、「ど
うしようかと思ったんですけれども、始めてし
まったし、どこも行くところがないという話なの
で、うちが受けましょう」ということで小規模作
業所を作った。そして2002年4月に小規模作業所
「夢工房A」に移行した。
そして、小規模作業所の活動をおこなっていた
ところ、2005年に施行された障害者自立支援法に
移行してほしいと、これも村の方から依頼があり、
2006年10月に「特定非営利活動法人A」が設立さ
れたのである。その後、2008年4月には精神障害
者就労継続支援事業所を開設し、また同年7月に
共同生活介護事業を開始した。現在、Aは以下の
ような活動をおこなっている。
【特定非営利活動に係わる事業】
1-1.障害者自立支援法に基づく障害福祉サービス
事業

1-2.障害者自立支援法に基づく地域活動支援セン
ターを経営する事業

1-3.障害者自立支援法に基づく相談支援事業
1-4.障害者自立支援法に基づく移動支援事業
1-5.農業活性化事業
【現在特に力を入れていること】
1．地元農作物の栽培の拡充と消費の拡大
販売兼飲食店3店舗、食品加工販売１店舗、給
食事業

2．高齢者や障害者の新たな就労の場を創出請負
い事業
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3．里山の景観保持と環境保全を図る-雑木林の伐
採、田畑の請負、耕作放棄地の草刈、道路整
備等 

【今後の活動の方向性・ビジョン】
1．障害者の職業能力の開発または雇用機会の拡

充を支援する。
2．保健医療または福祉の増進を図る。
3．地域経済の活性化を図る。 

【行政との協働（委託事業など）の実績】
B村　地域活動支援センター委託事業
B村　相談支援事業委託
B村　障害者社会参加促進事業

上記のような活動をおこない、Aは地域循環型
社会をめざしている。しかしこうしたAも、B村
に開設された当初、村民からの強い拒否反応に
あったとB村地域振興課課長のMさんはいう。

やっぱりね田舎なもんで、やっぱり障害者
さんが、そんだけの方がそういう寝泊まりで
きる施設がくるというのはすごく抵抗がある
んですよ。これまあ明らかと思いますわ。夜
にうろうろしはった、どうしようとか、現に

「誰かおらへんねん」ということが出てきた
りする。

また、Nさんも当時を以下のようにふりかえる。

極端な言い方ですけれども、世の中の99％
の方は、「暴れたら、暴れるから怖い、だか
ら施設をつくるのを反対します」というふう
なのがすごく多いです。それで施設は塀を閉
ざして外に出ないようにしてという形が多い
です。地域の人らが最初は反対されました。

「おまえらやり出してから、ここら辺は反対
はしてへんのだが、この辺は精神病のやつが
多なった」というような話とか、「どこまで
おまえは広げるつもりや」と、「よそのやつ
ばっかり連れてきて迷惑だ」という話が多
かったです、最初のころは。

こうした状況下、Nさんはじめ職員たちは、村

民との信頼関係の構築に心を砕いてきた。そうし
たなかでしだいに村民との信頼関係が構築されて
いったという。Mさんもそれを評価している。　

村も人口は減って来てんけど、いろいろな
問題は増えて来てる。精神的にきびしい人も
いてる。高齢者も認知症やいろいろな障害を
負うようになる。そういうとき、Aさんが、
村の人をしっかり優先的に受け入れるように
してやってもうて、共存してもらえる。外の
人ばっかり放り込んで、村の人は順番待たな
ならんねんっていうことやったら、やっぱり
村の人にとっては困るわな。その辺は村の人
たちで困ってはるAさんとこ預かってもろて
ありがたいねえって思ってはる人も何人もい
てはると思うんですわ。だから優先的にばあ
ちゃんもう最近うろうろしてかけて困るねん
ていうんやったら、よっしゃまずB村の人、
第一優先にしてもらえるような。

（３）村民にとってのA
B村の村民たちはAのことをどのように考えて

いるのであろうか。約20年前より、自身でつくっ
た農作物をNさんに買い上げてもらっていたKさ
んは以下のように述べる。

私たちは20年前にNさんと出会わなかった
ら、自分たちがつくった野菜もな無駄にした
り、Nさんは10円の野菜でも、どこへ持って
行って、一つでも売ってくだはるさかいな。
ありがたいことです。今、そんな施設のな、
誰も更生してな、みんな怖いって言ったら表
おもて歩かはったか知らんけども、2人ほど
な、具合悪い子について、高い山をね、私た
ち山にいたら、何えらい声してきたんかなと
思ったらな、2人がついて、その子をな、家
で閉じ込められた子やってんな。それを練習
させて、しまいには、私も一緒に田植えなん
かもな、前にしたときも、その子も畔に立っ
て見てたけどな。私の野菜な、週に2回、回っ
てきて持って行ってくだはんのにな、そんな
子連れてきはんねで。いろいろ若い人、立ち
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替わり入れ替わり、名前覚えられへんでんけ
どな、変わった人とお会いするの良かった。
はじめはびっくりするけどな。でも、この子
もようならってんなと思ったりな。そんなこ
と、みんなこうにして、お辞儀したり、あい
さつしたりする子もあるし、いろんな人もい
てはるけどな。私はそんな被害こうむるっ
ちゅうなこともなかったし、うちはみんなそ
んな怖いとも思わなんだったし。まあ、よく
来てくだはってな。この地区の人は、Aがあ
ることで、また、Aがちょっとむずかしい子
どもさんたちを引き受けてるからといって、
出て行けとかいうんじゃなくて、この地区の
人はみんな理解があるんちゃうかなって。A
が、みんな一人の子について、田んぼ、畑連
れてきてはるな、にぎやかやな、あの風景え
えなと思うて見てるよ。

（中略）
ほんまに困ってる人やらな、弱い人やらい
うて、いっぱいしてくだはるんやわ。この近
くでも、71ぐらいで、去年11月、11月なった
ら1年なるけどな、兄弟も子どももあるのに、
皆さんに見捨てられてな。ここで生まれらっ
た子やってんやけど、奥さんとは、はように
離婚して、1人住んではったんけど、ある日
突然倒れらって、そんなときんでも、村の福
祉から来らるまでに、Aさんから従業員のひ
と派遣させて、お掃除したりな、食事運んだ
り。そんなんしたってくらはってます。えら
いなと思ったわ。ちょっと病気。なんちゅう
病気かな。腹立ったら向こう見えん病気やな。
上に立派なおうち建ってましてん。このうち
の上にな。そしたら、何かわーっとなんねな。
石投げたり、うちの小屋の屋根砕いたりな、
しはってん。

（中略）
区長さんが抑えて警察来てもうて、Cの方
で10年ほどいたかな。それがやっぱしこっち
未練あってな、娘たちがそんな帰ったらあか
んいうのに、娘にも許可得ずに、帰って来はっ
て、大工やもんで、開業してな。そこで住ん
ではってんで。福祉の厄介なってな、あちこ

ちデイサービスにも行ってはった、最近は。
そやけど、村の付き合いやとか、村の道のと
かはな出て、今んとこは年も年やし、やんちゃ
も言わんなってしてはってんけど。それが去
年、風呂場ん中で死んではってんで。1人や
から分からしませんもんな。よう見つかった
ないうて。その日に福祉でな、デイサービス
に行かる日、迎えに来はったら、出てきはら
へんしや、ちょうど良かったんけどな。そん
な人でも、Nさん、Nさんいうて、いたらあ
んじょうしてくれはるいうてはってんで。そ
んで、ほんまに誠心誠意な、尽くしてくれは
るんわ。誰にでもな。

また、やはりA開設のころから関わりをもって
きたHさんは、Aができたころは、精神障害者の
人々に対して警戒感もあったという。

そうよな。ちょっと、ここへ来た時、芋茎
むくの、包丁持ってはって、うちの主人が、「そ
んな持たしてええのか」って。ほんで、「こ
こに来てる子は、そんなん全然大丈夫や」い
うて、そういう危険なん感じてはった人はい
はりますけどな。やっぱり精神の病気を持っ
ておられる人ってことで、最初はちょっと怖
いっていうような・・・。でももうだいぶ根
づいてきて、もう顔ぶれもわかってきたら、
そらどうも何とも思いやしませんけどな。私
たちには、そんな、「ちょっと家の方へ入り
はった」いう人も聞くけど、そやけど、別に
それをどうとも思いはしませんわ。介護して
はる人は、ほんまに、「ど突かれてん」って
いうてはった人はあったけどな。寝てんのに、
起こされて、目、ほんま腫れてあった人あっ
たけど、介護してはる人はな。まあ、「よう
他で、傷害事件って聞いたりするよってな」っ
ていう人もいますけどな、「どうやろな」い
うことは、ちょいちょいと聞きますけど、そ
んなん大丈夫です。だんだん変わってくるや
ろうと思うけど、みんな。町の中の騒々しい
所にいるより、自然の中にいたらな。気持ち
もね、落ち着くんちゃうかなとおもうけどね。
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Aでは、KさんやHさんをはじめとする農産物
生産者によって更正される生産者組合をつくって
いる。メンバーは約20名ですべてが高齢者である。
そしてこの生産者組合は、高齢者を、地域からの
孤立やあるいは「孤独死」から回避させる交流の
場としての役割をはたしている。

むかしやと、作物をやり取りしたり、あと
それから、年寄りな、お宮さんの清掃、掃除
してまして、神社の、それが年いってから、
みんな、「若い人にしてもらおう」っていう
ことなって。ほんなら、私たち、そんなとき
いろいろ話ししたり茶のんだりしててんけど
な。足腰も弱なってくるし。もう若い人にま
かせようって。そしたら私たち行くとこない
んですわ。そしたらAの人が、月１回でもな、
迎えに行くし、カフェに来てお食事会でもし
たらええやんって言ってくれはってな。お宮
さんのなくなったから、「寂しいな」いうこ
とで、私、お宮さんとよう知ってるからな、「こ
ないして送り迎えしてくれたら、行かしてほ
しい」っていうたら、「そんなん、かまへん」っ
て言ってくれはってな。こちらから車まわし
ていただいて、送り迎えしてもらって、10時
から2時半頃まで、遊ばしてもらうねん。あ
りがたいよお。

むかしであれば、村落共同体のさまざま行事が、
村民の交流の場としての機能をはたしてきた。し
かし高齢化、人口減少、過疎化といった状況の中
で、そうした交流の機会は自然発生的につくられ
ることはむずかしくなってきた。あえてそうした
機会をつくっていくことが求められる、コミュニ
ティは維持されるものではなく、維持していく時
代となっている。そうした役割の一端をAは担っ
ているといえる。
また村民で、Aの理事を務めるSさんは以下の
ように述べる。

今後、Aは根をはるというか、自然的になっ
てくる可能性もないんかなとは思います。

やっぱりいうてはりましたけど、デイケアセ
ンターとか自分たちが行けるような所を作っ
てほしいっていう要望が前からAにはあるん
で。社教（社会福祉協議会）さんがあるんで、
デイサービスみたいな感じで、あこ行っては
る社教へ。そういうなんもあります。でもそ
こは、あれなんですよね、折り紙したりとか
あんまり体を動かす感じゃないもんやから。
そういうAに期待するニーズはあるかな
と・・・。折り紙してるより畑耕してる方が
ね。そらね。（中略）地域の人として、その
畑で皆、作業しとるって別に地元の人に迷惑
掛かけてはおらへんのやし、そういう点では
別段ないよね。ただ、職員さん大変やなと思
いますわ。施設ん中の、建屋の中で作業しと
るんちゃいますやろ。それは大変やろなあと
思う。おまけにうちらも家の仕事、手伝いに
来てもうたりもしてるしね。たいへんやと思
う。（中略）ぼくのAに対する期待や希望っ
ていうたら、利用者さんがそれぞれ任された
ことをある程度のことを、仕事ですわな。そ
れをこなしていけるような感じでいってもう
たら、いいのかなあとは思います。それくら
いが目的、簡単なことでもいいですやん、そ
れをそこでもってまた変わっていってくれた
らええ話やと思います。そういう福祉施設、
よそにはないでっしゃろな。Tくんも、うち
はあんまり接する機会はあらしまへんけど、
職員の子がね、Tくんに殴られて鼻血みたい
な出してたもん。何してんのっちゅうてね。
どんどんやられんねんて。それがね、変わっ
てきましたもんね。はじめ、村の人かて、T
くんに「おはよう」っていうても無表情やっ
たもんね。それが今は、おはよういうたら、
おはよう言いますもんね。あれが、変われる
もんやなあ。そやかて、今もう、自分で財布
もってジュース買うたりできまんねんで。
えっ？て思って見てましてんけど。職員さん、
がんばったと思いますわ。夜は寝れひんわ。
そやから、Tくんがどういう子やったっちゅ
うのこの地域の中で知ってる人はやっぱり
ね、変わるもんやっちゅうのが。（中略）そ
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ういうのを見てると、やっぱり周りの人たち
のAに対する評価も変わってきますよね。ほ
んま、ただいうてる建屋の中で、管理されて
やってるとこと、ここは建屋の外で作業して
るっちゅう、違うその、それぞれの地元あり
ますやろうけど、建屋の中で管理されとった
ら見えてきまへんもんね。地元の人間の心
配っちゅうのがやっぱり建屋の中で話やった
らせんでええけど、どうなるか外に出とるっ
て。やっぱりそれは若干無きにしもあらずか
なっとは思いますけども。とにかく、地元の
人は地元の人で、ああ、Aの子やなあって。
悪いことはないとは思いますよ。せやな。ほ
んで、どっちかいうたら、知的の人より、精
神の人の方が多いっちゅう、ここはそんな人
ばっかりやっちゅうみな思てはるんちゃうか
な思てますねんけどね。そんなもんかなあ。
（中略）やっぱりここも、なんていうんか、
村社会の閉鎖性ってどうしてもあるしね。そ
んな中でようやってきたなと。今、村の高齢
者、自分たちのためのデイケアセンターつ
くってくれって、Aに要望出してるみたい
でっせ。毎日いって、折り紙したり、歌、歌
うたりしてもね、みんなまだまだいろいろな
ことできるからね。畑もようするし。達者で
すやん。そういうね、やりがいや生きがい感
じれるようなところをね、Aにつくってほし
いっていうてますわ。

Aはこうして20年をかけてB村の行政や村民に
認知をされてきた。

（１）山間部の村のコミュニティとともにあり、
コミュニティの中にあろうとするA
これまで紹介してきたように、NさんはじめA
職員の人々は、B村の村民とのあいだに信頼関係
を築くことに心を砕いてき。それとともに、Aは
B村の人々の生活のありかたに尊敬を向けてき
た。Nさんは、筆者の、B村で農業にこだわる理由、

「それは自給自足っていうことですか？」という
問いに対して、
「自給自足」っていうことではないねんな。
人との関わりの中でせなあかん事がいっぱい
あるというのは、そりゃむかしからそうやし、
自給なんてできるわけがないと思うてる。せ
やけど、最低限、自分たちにできる事は自分
たちでしようというな。せやから、ここへ来
て一番衝撃的やったんは、B村へ来た時に、
土葬やわな。葬式の道具を借りてきて、農協
から。で、祭壇を村の人間が飾りつけて。も
ちろんお坊さんが来てもらうねんけども、読
経してもらって。食事の用意は全部村の人ら
でして。賄い班っていうのがあって。で、お
墓に飾る竹の飾りや何かも全部、村の人がし
て。ほんで土に還すというな。この一連の作
業だけは唯一外部に委託せんとやってたとい
うな。すごくそれが良かったんやな。その事
がな。機織りの機械がどの家にもあって、こ
こらの家のな。かごは全部、柿渋を塗って一
閑張り。古い半紙とか塗ってな、もたせる。
それから道具が道具として成立してたし、大
事にしていってたっていうのが。（筆者：「さっ
き職員の人にパンはパン焼き器じゃなくて自
分で捏ねろって指示してましたが・・・」）
パンを捏ねるっていうことで、それは変わる
瞬間。捏ねていくとな、変わる瞬間がわかる
んや。せやから最初は、べたっとくっつくん
よ、生地が。それがずうっとやっていくと、
ぱっとはがれる時が出てくるんやな。せやか
ら、捏ねる硬さによって焼き上がりも変わる
から。それを体感していかないと、それをやっ
てない人間は機械使うてもできへん。

と述べている。

（２）「農福連携」の場としてのA
農福連携は、農業の現場と福祉の現場が連携す
ることだ。障害者や生活困窮者などの社会的に弱
い立場にいる人たちが、第一次産業に従事したり、
農産物の加工・販売と第二次産業あるいは第三次
産業に従事して、自分の働く場所と居場所を手に

３．まとめ
−「地域の中で一緒に住みながら、

地域をまるごとかえていこうという試み」−
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入れる取り組みを指す。また、農業や林業といっ
た第一次産業の現場では、高齢化などにより担い
手の減少が止まらず労働力不足が深刻な問題と
なっている。

B村も例外ではなく、高齢化と人口減少、それ
にともなう農業や林業の遊休農地が増えている。
耕作をされなくなった農地には雑草が一面を覆
い、山には伐採されないまま放置された木々が生
い茂っている。

Aには農業や林業を生業としてきた村民から、
遊休農地の雑草の伐採や山々の木々の伐採の依頼
が多くくる。Aでは、職員と利用者はいっしょに
そうした作業に取り組んでいる。

また、近年、精神障害者の生活支援について、
かつての「隔離」ともいえるやり方から、「地域
への回帰」ということが多く指摘されるように
なった。しかしそのときの「地域」とは多くの場
合は都市部のことを指しており、農村部や山間部
での精神障害者の生活支援はややネガティブなイ
メージで語られることがないでもない。しかし、
そうしたこれまでの精神障害者に対する処遇の問
題は重々留意しながら、あえていえば、都市とは
生産ではなく消費の世界である。生産は一人では
できないが、消費は一人でできる作業である。N
さんは、「なぜ、農業をやるのか？おそらく今日
という一日が明日へとつながることをそれが教え
てくれるからだとおもいます」という。そして、

農業をするっていうのは、自分の事を自分
でするという、まずそこの生活の生きていく
上での世界。もちろんできたら服を作り、住
居をつくり。そやから今は住居をつくる事と
食べ物を作る事はだいたいできてるやろうと
いう。そやけど機を織るとか、そんなとこま
ではいかないけども。

と述べる。正直のところ、筆者は現時点で、A
における精神障害者福祉、高齢者福祉のありかた、
そして村落共同体を中心とした村民や村行政、地
域との関係のありかた、その営みとその基底に流
れる思想の連関性を言語化することはむすかし
い。しかし、Aにおいて、精神障害者、発達障害

者、知的障害者、そして高齢者の人々に関する「福
祉」の問題と、「農を営む」ということは別々の
問題ではない。その思想と方針において一のもの
である。

 
（３）日本の村地域、それを新しいかたちで活性

化させていく存在としてのA
AとB村との関係性は、Aの利用者や職員も村

や、村民との交流の中で影響をうけ変化していく、
そして村民も自身の既成の価値観を変化させてい
く、そうした可変的な相互作用はである。「あん
な人に刃物もたせて大丈夫かいな？」とおもって
いた村民が、「今日も、兄ちゃん元気ええな」と
感じるようになり、険しい顔をして村民に警戒心
を持ち、挨拶もしなかった青年が、村民に、「お
はようございます！畑いきます！」と挨拶をする
ようになる、そうした変化である。

Nさんは、
ぼくたちがめざしてきたのは地域の中で一

緒に住みながら、その地域を丸ごと変えてい
こうという試みやったと思う。あんまり手広
くするんやなくて、小規模で自分たちが手が
届く範囲で守って行って、その中で地域との
つながりをつくっていく。広がるとやっぱり
薄くなってしまうんで。それは広げずに地域
とのつながりを濃くしていく。そして地域の
人たちとのつながりをどんどんつくっていっ
て、精神障者や知的障害者が地域でも受け入
れられ、地域生活をうまくやっていけるよう
な地域との連携っていうのをつくっていくと
いった感じやな。そして10年後には、「福祉」
に頼らないAをめざすのが目標かな。　

と述べる。
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注釈：

1）鶴田(2016)

2）同上 

引用文献：

鶴田真也2016「最近の精神保健医療福祉施策の動向につい

て」(平成27年度全国保健所長会研修会資料)

※本論は 2016 年度 井上円了記念研究助成の研究成果の一

部である。

Aは現在、上図のⅡの段階にあるといえる。Aは長年の活動の中で村民から認知をされてはいるが、ま
だB村に融合した状態とはいえない。Aは、今後、利用者（精神障害者の人々）−職員−村民間の相互
作用の中で、Ⅲ段階を経てⅣ段階になっていくこと、そしてⅤ段階となっていくことを目標としている。
　しかしそれは、AがB村の村落共同他に飲みこまれるということではなく、また、AがB村を「制覇」
していくということでもない。それは、村落共同体も変質していくし、Aも変化していく、そうした相
互可変的なものである。そうしたダイナミズムの中でAは、「地域の中で一緒に住みながら、その地域
を丸ごと変えていこうという試み」を実践していくのである。




